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横須賀市走水海岸の環形動物多毛類相について
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Polychaetous Annelids from the Seagrass Beds of Hashirimizu Coast, Yokosuka

はじめに

近年， アマモ場や藻場に関する関心が高まり， 様々な研

究が行われている （たとえば水産庁， 2001）。 アマモ場や

藻場の重要な機能である稚仔魚の生息場所としての役割を

測るための葉上生物や藻場内の小型生物相の調査も行われ

るようになった （たとえば西 ・ 工藤， 2003）。 国内では藻場

内のベントスとして優占する多毛類についてもいくつかの研

究例があるが， 東京湾や相模湾においてはほとんど調べら

れておらず， 横須賀市沿岸での調査は皆無である。 そこで

本研究では， 横須賀市馬堀海岸の東岸に位置する走水海

水浴場のアマモ ・ コアマモ群落内とその周辺砂泥底の多毛

類相を調べ， アマモ場の小型動物の多様性について考察

した。

調査地と方法

横須賀市走水海岸 （図１） の潮間帯から水深 1m までの

アマモ ・ コアマモ群落とその周辺を調べた。 同地で 2004

年９月 14 日と 16 日の大潮干潮時に藻場内と藻場周辺の砂

地 （水深 0 ～ 100cm）， ムラサキイガイ群落周辺計 25 地点

で生物採集と採泥を行い， 目合い１mm の篩でふるい， 研

究室内において 10％海水フォルマリンで固定した。 固定後

に定性的なデータを得るために 25 地点から数個体ずつを選

別し， 多毛類の種を同定した。 定量的なデータについては

別途報告する。 今回報告した多毛類の標本は千葉県立中

央博物館分館海の博物館に登録・保管されている （CMNH-

ZW01750 ～ 01780）。

図 1. 調査地 , 三浦半島横須賀市走水海岸とその周辺 .
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2004; 森田， 2004）， それと並行してアマモ場内の底生生

物の研究や， 造成などに伴う底生生物の移動などにも焦点

を当てた研究が必要であろう。 本研究がアマモ場の生物多

様性の基礎資料として有効に利用される事を願いたい。
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結　果

横須賀市走水のアマモ場とその周辺から 35 科 104 種の多

毛類が採集された （表１）。 これらのうち， ４種は虫体の断

片しか得られなかったため科まで， 32 種は属まで同定され

た。

アマモ場内に 90 種が出現し， 砂地から 21 種， ムラサキ

イガイ群落内から 18 種が採集された。 計 104 種のうち， 82

種は１生息場所から採集され， 藻場や砂地など２カ所に出

現したのが 20 種， 藻場 ・ 砂地 ・ イガイ群落３地点に出現し

たのはクシカギゴカイとミズヒキゴカイの２種のみであった。

　各サンプルを予備的に選別し出現頻度を比較すると， ギ

ボシイソメ科のコアシギボシイソメ， スピオ科のヨツバネスピ

オ A 型， イトゴカイ科のイトゴカイ， タマシキゴカイ科のタマ

シキゴカイ， カギゴカイ科のクシカギゴカイ， スピオゴカイ科

のドロオニスピオ， ミズヒキゴカイ科のミズヒキゴカイ， カンザ

シゴカイ科のウズマキゴカイなどが高頻度で見られた。

考　察

横須賀市走水の多毛類相は多様性が高く， 小田和湾の海

草藻場に産する相に良く似ている （西 ・ 工藤， 2003）。 横

浜市野島海岸などの干潟の多毛類相と比較すると （西ほか，

2004）， 小型の種が多く， スピオゴカイ科が多い点などで異

なっている。 葉上に多く見られるゴカイ科やシリスゴカイ科の

分類について， 今後見直しを行い， すべての多毛類が種

まで同定されれば， さらに高い多様性が明らかになると予想

される。

横須賀市走水の海岸で採集されたアマモを元に， 横浜市

内での移植事業がすすんでいる （工藤， 2003a， b; 工藤

ほか， 2003）。 アマモ場造成に関する研究は近年盛んであ

るが （たとえば金澤 ・ 森， 2003; 石飛ほか， 2003; 相生，
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表 1. 横須賀市走水海岸の多毛類．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
標準和名のない種類または属までの同定にとどめた種は～属の１種，または sp. とした．
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表 1. 続き

（横浜国立大学教育人間科学部）




